
背景・目的 事業概要

事業スキーム

補助率：１/２
期待される効果

LNG燃料船への代替建造により、船舶からのCO2排出量を2030
年度に年間35万トン削減する。

平成25年度予算
○○百万円

代替燃料活用による船舶からのCO2排出削減対策モデル事業
（国土交通省連携事業）

平成30年度予算（案）
280百万円（新規）

事業目的・概要等 イメージ

今後、LNG燃料船において普及が見込まれるデュアル・フュ
ーエルエンジン（天然ガスと重油の両方を燃料とするエンジ
ン）は、通常、CO2排出量の少ないLNGモードで運航している
が、

・日本で入手可能で流通しているLNGは異常燃焼を起こしや
すいため、高度な制御技術が求められる

・実海域での急激な負荷変動が発生した場合、航行安全確保
のため自動的に重油モードに切り替わるが、実海域の運航
データがないため、本来切替が必要のない負荷変動で切り
替わってしまう

等により燃焼の効率を最適化する制御技術の確立がなされて
おらず、LNGモードでの運航割合が下がり、CO2排出削減量が
小さくなるという課題がある。

そこで、 LNG燃料船の実運航時のCO2排出削減の最大化を図
るため、実海域運航データを取得・分析し、ガスエンジン及
びガス供給システムの燃焼効率を最適化するための制御技術
の確立に取り組む。

CO2排出量
25％削減

LNG燃料船に係るCO2排出削減効果最大化のための技術実証

国 民間団体等
補助金

ガスエンジン及び
ガス供給システムの
燃焼効率の最適化

2030年度において2013年度比26％減の温室効果ガス排出削減
を目標とする日本の約束草案が決定され、トラック等と比較
して単位輸送量当たりのCO2排出量が少ない輸送手段である船
舶においても、2030年度において2013年度比約15%の排出削
減が求められている。
こうした中、近年ではバス等の分野において、代替燃料の活
用により更なるCO2排出削減を図る取組が活発化し、船舶分野
においても代替燃料の活用による更なるCO2排出削減が期待さ
れており、今後普及の見込まれる代替燃料としては、CO2削減
に加え環境（NOx、SOx）性能等に優れたLNG燃料が挙げられ
る。
しかし、LNG燃料船については、ガスエンジンやガス供給シス
テムといった個々の技術開発は終了しているものの、それら
の技術を実船に搭載し、実際の海域で航行した際に加わる負
荷に応じて、燃焼の効率を最適化する制御技術の確立がなさ
れていない。
そこで、LNG燃料船によるCO2排出削減の最大化を図る技術実
証を行い、もって船舶からのCO2排出量を大幅に削減すること
を目的とする。


